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全
世
界
に
猛
威
を
振
る
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着

い
て
、
当
工
房
で
も
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ラ
オ
ス
事
業
は
よ
う
や
く
現
地
渡
航
を
再
開
し
ま

し
た
。
ラ
オ
ス
政
府
の
組
織
や
人
事
に
変
化
も
あ
り
、

新
た
な
依
頼
も
あ
り
ま
し
た
。
応
え
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
も
の
の
、
長
年
の
実
績
が
現
地
で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
事
も
ま
た
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
内
の
活
動
で
は
、
鎌
倉
日
蓮
堂
日
蓮
聖
人
御
尊

像
制
作
や
銀
座
展
覧
会
を
は
じ
め
、
こ
ち
ら
も
数
々

の
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
修
復
に
つ
い
て

も
京
都
法
華
宗
真
門
流
総
本
山
本
隆
寺
の
諸
尊
像
修

復
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
重
要
な
案
件
を
手
掛
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
甲
府
遠
光
寺
納
骨
堂

天
井
画
「
鳳
凰
図
」
制
作
に
よ
り
、
障
壁
画
制
作
へ

新
た
に
進
出
で
き
た
事
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
般
の
世
情
を
み
ま
す
と
、
今
後
も
引
き

続
き
難
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
我
々

に
果
た
し
て
何
が
で
き
る
の
か
自
問
自
答
し
て
お
り

ま
す
が
、
伝
統
文
化
の
継
承
と
と
も
に
、
地
域
社
会

へ
貢
献
す
る
こ
と
が
ひ
と
つ
の
形
で
は
な
い
か
と
考

え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

試
み
と
し
て
、
身
延
山
大
学
の
仏
像
工
房
を
一
般

に
開
放
し
、
多
く
の
人
々
に
仏
像
彫
刻
お
よ
び
仏
教

美
術
を
経
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
準
備
を
現
在

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
が
こ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の

も
、
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
方
の
お
か

げ
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

御
挨
拶

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
　
特
任
教
授

柳
　
本
　
伊
左
雄
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ラオス事業20周年記念誌 ワット・ビスンナラート堂内

遠光寺納骨堂天井画『鳳凰図』 令和４年開催　佛／美　展
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三
年
ぶ
り
の
現
地
で
の
活
動

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
現
地
活
動
を
中
止
し
て
い
た
ラ

オ
ス
世
界
遺
産
仏
像
修
復
事
業
で
す
が
、
よ
う
や
く

再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

第
二
十
五
回
目
と
な
る
今
回
事
業
に
は
十
一
名
の

日
本
人
、
ラ
オ
ス
政
府
情
報
文
化
観
光
省
遺
産
局
（
以

下
、
遺
産
局
）･

ラ
オ
ス
国
立
美
術
工
芸
大
学･
ラ
オ

ス
国
立
王
宮
博
物
館
等
か
ら
十
五
名
の
ラ
オ
ス
人
、

計
二
十
六
名
が
参
加
し
、
二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
）

二
月
十
七
日
か
ら
約
三
週
間
の
活
動
を
行
い
、
六
体

の
木
彫
仏
の
修
復
、
一
体
の
鋳
造
仏
の
修
復
を
完
了

し
ま
し
た
。

ラ
オ
ス
全
地
域
の
活
動
へ

　

我
々
に
は
想
像
も
で
き
な
い
こ
と
で
す
が
、
ラ
オ

ス
に
は
日
本
の
文
化
庁
の
よ
う
な
文
化
財
の
指
定
、

調
査
研
究
、
修
復
等
を
行
う
組
織
が
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

世
界
遺
産
の
管
轄
は
遺
産
局
に
な
る
の
で
す
が
、

第
二
十
五
回
ラ
オ
ス
世
界
遺
産
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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仏
像
に
関
し
て
は
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
地
域
で
我
々
が

実
施
し
た
調
査
デ
ー
タ
の
み
が
保
管
さ
れ
て
い
る
状

況
で
す
。

　

近
年
、
仏
像
盗
難
事
件
が
ラ
オ
ス
各
地
で
頻
発
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
国
家
的
な
対
策
を

行
い
た
く
と
も
現
地
で
は
な
す
す
べ
が
な
い
の
が
現

実
で
す
。

　

今
回
、
遺
産
局
よ
り
「
国
立
仏
像
修
復
セ
ン
タ
ー

の
設
立
と
ラ
オ
ス
全
土
の
仏
像
調
査
」
に
対
す
る
協

力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
我
々
の
出
来
う
る
こ
と
は

ま
ず
首
都
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
修
復
所
を
設
立
す
る

こ
と
、
並
行
し
て
ラ
オ
ス
全
土
の
仏
像
調
査
、
と
り

わ
け
重
要
な
仏
像
の
選
定
を
行
う
こ
と
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

次
回
事
業
か
ら
さ
っ
そ
く
こ
れ
ら
の
活
動
に
入
る

べ
く
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
鈴
木
義
孝
）

― 5 ―



ワット・ビスンナラート No.130, No.90

第
二
十
五
回
ラ
オ
ス
世
界
遺
産
仏
像
修
復
例

No.90修復前No.90修復後

No.130修復前No.130修復後

修復内容

No.90（木彫）
欠損部補修
腕部新規作成
古色彩色

No.130（鋳造）
欠損部原型制作
欠損部分鋳造作成
接着
古色彩色
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ワット・ポンサイ No.12, No.13

No.12修復前No.12修復後

No.13修復前No.13修復後

修復内容

No.12（木彫）
金ペンキ除去
欠損部補修
割れ止め処理
漆箔
古色彩色

No.13（木彫）
金ペンキ除去
欠損部補修
割れ止め処理
漆箔
古色彩色
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工
房
で
は
平
成
二
十
八
年
よ
り
、
法
華
宗
真
門
流

総
本
山
本
隆
寺
（
京
都
）
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る

仏
像
を
修
復
し
て
参
り
ま
し
た
。
約
七
年
の
時
を
経

て
、
令
和
五
年
十
二
月
に
は
全
修
復
工
程
を
完
了
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
修
復
は
、
仏
像
の
解
体
と
欠
損
部
分
の
復

元
補
修
を
主
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
表
面
は
脆
く
な
っ
て
い
る
部
分
を
下
地
か
ら

取
り
除
き
、
再
度
彩
色
お
よ
び
金
箔
の
箔
押
し
を
行

い
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
隆
寺
本
堂
は
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
内
外
の
保
存
修
理
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
六
年
三
月
三
十
日
、
三
十
一
日
に
は
本
堂
大

改
修
落
慶
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
す
。
（
永
利
郁
乃
）

京
都
本
隆
寺
修
復
事
業
　
法
華
宗
真
門
流
総
本
山
本
隆
寺

修復前修復後

修復例　四天王持国天
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修復前修復後

修復例　四菩薩立像

修復前修復後

修復例　一塔両尊　如来座像
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工
房
で
は
主
な
制
作
事
業
と
し
て
、
日
蓮
宗
法
華

寺
（
岩
手
）
依
頼
に
よ
る
立
像
丈
六
仏
（
全
高
六
ｍ
）

の
制
作
を
手
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
制
作
に
あ
た
り
、
平
安
時
代
の
仏
師
定
朝

に
始
ま
る
和
様
の
仏
像
彫
刻
様
式
「
寄
木
造
り
」
に

三
次
元
測
定
技
術
を
取
り
入
れ
、
伝
統
工
法
の
新
し

い
形
を
探
求
し
な
が
ら
制
作
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

身
延
山
丈
六
堂
の
釈
尊
像
を
元
に
原
型
を
制
作
、

三
次
元
測
定
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、
従
来
に
比
べ

よ
り
差
異
の
少
な
い
正
確
な
型
紙
を
制
作
で
き
、
非

常
に
精
度
の
高
い
寄
木
工
法
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
台
座
部
分
の
組
み
上
げ
作
業
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
六
年
度
よ
り
荒
彫
り
工
程
に
入
る
予
定
と

し
て
お
り
ま
す
。

（
岡
村
達
人
）

岩
手
法
華
寺
丈
六
仏
制
作
　
日
蓮
宗
岩
手
県
遠
野
法
華
寺

現状　寄木組み 3D 完成予想原型
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令
和
三
年
十
二
月
九
日
、
日
蓮
宗
が
日
蓮
聖
人
辻

説
法
跡
地
（
鎌
倉
）
の
隣
接
地
で
建
設
を
進
め
て
い

た
「
鎌
倉
日
蓮
堂
」
が
完
成
し
、
落
慶
法
要
が
営
ま

れ
ま
し
た
。

　

工
房
で
は
堂
内
に
安
置
さ
れ
る
木
造
日
蓮
聖
人
像

を
制
作
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

三
十
代
前
半
を
想
定
し
た
日
蓮
聖
人
の
様
相
を
表

し
、
庶
民
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
世
の
中
を
目
指
し
、

布
教
に
励
ま
れ
る
若
き
姿
が
、
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八

〇
〇
年
に
蘇
り
ま
し
た
。

　

法
要
で
は
開
眼
修
法
の
後
、
導
師
を
務
め
た
中
川

法
政
宗
務
総
長
（
当
時
）
が
日
蓮
聖
人
へ
完
成
を
奉

告
す
る
と
と
も
に
、
嘉
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
念

願
し
ま
し
た
。

　

堂
内
は
こ
の
日
蓮
聖
人
像
と
時
空
を
超
え
た
心
の

対
話
が
で
き
る
よ
う
な
設
計
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
岡
村
達
人
）

鎌
倉
日
蓮
聖
人
立
像
制
作
日
蓮
宗
神
奈
川
県
鎌
倉
日
蓮
堂
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令
和
四
年
十
月
二
十
七
日
~
十
一
月
二
日
、
銀
座

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ゴ
ト
ウ
（
東
京
）
で
工
房
初
の
展
覧
会

「
佛
／
美
展　

新
し
い
仏
教
美
術
の
か
た
ち
」
を
開
催

し
、
お
か
げ
さ
ま
で
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

身
延
山
大
学
仏
像
制
作
修
復
室
、
通
称
「
工
房
」

は
開
設
以
来
二
十
三
年
を
経
て
、
現
在
で
は
卒
業
生

に
よ
る
制
作
集
団
「
彫
玄
」
を
結
成
し
、
仏
像
制
作･

修
復
を
生
業
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

展
覧
会
で
は
、
工
房
が
培
っ
て
き
た
技
術
に
よ
る

各
種
作
品
を
展
示
。
修
復
の
一
例
と
し
て
、
日
蓮
宗

本
山
藻
原
寺
（
千
葉
）
の
十
大
弟
子
の
う
ち
二
体
の

展
示
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
併
せ
て
「
彫
玄
」

の
一
員
で
古
代
瓦･

城
郭
の
鯱
鉾
の
復
元
等
を
手
掛

け
た
経
験
も
あ
る
、
永
利
郁
乃
（
南
ア
ル
プ
ス
市
若

草
瓦
会
館･

館
長
）
の
瓦
作
品
も
発
表
し
ま
し
た
。

（
柳
本
伊
左
雄
）

銀
座
展
覧
会
報
告
　
佛
／
美
展
新
し
い
仏
教
美
術
の
か
た
ち

飛天図と漆塗截金木鉦

展覧会ポスター截金香合
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本
誌
「
の
み
お
と
」
は
、
今
号
で
第
七
号
を
数
え
、

三
年
ぶ
り
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
世
界
は
自
然
災
害
や
戦
争
な
ど
の
大
き

な
出
来
事
に
揺
れ
ま
し
た
。
と
く
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

所
在
す
る
身
延
山
大
学
の
講
義
延
期
や
ラ
オ
ス
事
業

の
二
年
連
続
の
現
地
渡
航
中
止
の
止
む
な
き
に
至
る

な
ど
、
工
房
も
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

ラ
オ
ス
事
業
は
可
能
な
範
囲
で
活
動
を
継
続
し
、

二
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
記
念
誌
を
刊
行

し
ま
し
た
。
そ
し
て
規
制
緩
和
を
踏
ま
え
、
今
年
二

月
の
令
和
四
年
度
第
二
十
五
回
事
業
で
は
、
現
地
渡

航
に
よ
る
事
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
現
地
ス
タ
ッ
フ

と
の
再
会
を
喜
び
、
仏
像
修
復･

調
査･

三
次
元
測

定
な
ど
充
実
し
た
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

京
都
本
隆
寺
修
復
事
業
は
、
諸
尊
像
の
修
復
作
業

も
大
詰
め
と
な
り
、
工
房
の
別
棟
で
は
岩
手
県
法
華

寺
丈
六
大
仏
制
作
事
業
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

令
和
四
年
十
一
月
に
は
東
京
銀
座
で
工
房
初
の
展
覧

会
を
開
催
し
、
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
鎌
倉
日
蓮
堂
「
日
蓮
聖
人
立
像
」
制
作
、

山
梨
県
遠
光
寺
納
骨
堂
「
鴻
恩
殿
」
天
井
画
制
作
な

ど
、
工
房
で
は
所
属
す
る
仏
師･

学
生
達
に
よ
る
多

く
の
制
作
修
復
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

混
沌
と
し
た
世
の
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
工
房

の
諸
活
動
は
世
に
一
筋
の
光
を
あ
て
る
ひ
と
つ
の
か

た
ち
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
引
き
続
き
工
房
へ
の
温
か
い
ご
理
解
ご
支

援
を
賜
り
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
池
田
健
太
郎
）

編
集
後
記
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身延山大学HP� http://www.min.ac.jp/
工房 Facebook� https://www.facebook.com/632010423548773
若草瓦会館� http://www.minamialps-shokokai.jp/kawara/

工房YouTube チャンネル

仏像制作・修復を現場で体験しながら学べます。 〒409-2597  山梨県南巨摩郡身延町身延3564

入 試 事 務 室
TEL 0556-62-3700（直通）　FAX 0556-62-0727

e-mail  nyuushi@min.ac.jp
https://www.min.ac.jp

学校法人  身延山学園

身延山大学

身
延
山
大
学
仏
像
制
作
修
復
室
広
報
誌

工
房
便
り
の
み
お
と
第
七
号

二
〇
二
三
年
十
二
月
八
日
発
行

　

発　

行　

所　
　

身
延
山
大
学
仏
教
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　

国
際
日
蓮
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
像
制
作
修
復
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

制
作
集
団　

彫
玄

〒
四
〇
九
―
二
五
九
七

　

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延
三
五
六
七

　
　

電
話　

〇
五
五
六
―
六
二
―
〇
一
〇
七
㈹

　

監　
　
　

修　
　

柳　

本　

伊
左
雄

　

編　
　
　

集　
　

岡　

村　

達　

人

　
　
　
　
　
　
　
　

池　

田　

健
太
郎

　

執　

筆　

者　
　

柳
本
伊
左
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

義
孝

　
　
　
　
　
　
　
　

永
利　

郁
乃

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村　

達
人

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
健
太
郎

　

印　

刷　

所　
　

株
式
会
社
イ
ー
フ
ォ
ー

〒
一
四
一
―
〇
〇
三
一

　

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
八
―
七
―
十
一
―
二
〇
二

　
　

電
話　

〇
三
―
三
七
七
九
―
一
一
四
〇

支援団体　一覧　様々な形でご支援いただいております
（順不同 ･敬称略）
・日蓮宗総本山身延山久遠寺　　･法華宗真門流総本山本隆寺
・日蓮宗宗務院　　　　　　　　･日蓮宗諸寺院
・公益財団法人　仏教伝道協会　･一般財団法人　太田慈光会
・ラオス仏像修復サポーターズクラブ
・独立行政法人国際協力機構　JICA草の根技術協力事業
・独立行政法人国際交流基金　アジアセンター
・地方独立行政法人　京都市産業技術研究所
・帝京大学　文化財研究所
・若草まちおこし協同組合
・南アルプス市商工会




